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あなたも いざというときに備えて 救命講習会を受けましょう。 

 

津
市
消
防
本
部
で
は
、
二
月
二
十

六
日
、
消
防
職
員
の
資
質
向
上
と
自

己
研
鑽
を
図
る
た
め
、｢

津
市
消
防
職

員
意
見
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
発
表
会
に
選
出
さ
れ
た
各
所

属
の
消
防
職
員
九
名
が
、「
消
防
防
災 

 

に
関
す
る
こ
と
。」
を
テ
ー
マ
に 

一
人
五
分
以
内
で
発
表
を
行
い 

ま
し
た
。 

 

発
表
会
で
は
、
阪
神
・
淡
路 

 
 

大
震
災
を
経
験
し
た
女
性
消
防 

 
 

職
員
の
切
実
な
る
命
の
尊
さ
の

訴
え
や
自
主
防
災
組
織
の
重
要

性
な
ど
、
災
害
現
場
で
の
体
験

や
日
頃
の
業
務
で
の
問
題
点
な

ど
、
発
表
者
一
人
ひ
と
り
か
ら

職
務
に
対
す
る
強
い
使
命
感
や

思
い
や
り
の
心
な
ど
を
う
か
が

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

見
事
、
最
優
秀
賞
に
輝
い
た

白
山
消
防
署
白
山
署
の
若
林
久

史
消
防
士
は
、
救
急
搬
送
の
際

の
傷
病
者
受
け
入
れ
を
病
院
に

拒
否
さ
れ
た
体
験
や
、
救
急
搬

送
人
員
の
約
60

％
が
入
院
加

療
を
要
し
な
い
軽
症
者
と
い
う 

    

   

デ
ー
タ
を
挙
げ
な
が
ら
、「
救
急
患
者

で
あ
ふ
れ
る
病
院
の
実
情
を
市
民
に

幅
広
く
広
報
し
て
、
救
急
車
の
適
正

な
利
用
に
協
力
し
て
も
ら
う
こ
と
も

大
切
で
す
。」
と
熱
く
訴
え
ま
し
た
。 

 

若
林
消
防
士
は
、
四
月
十
一
日
に

菰
野
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
「
第
31
回

三
重
県
消
防
職
員
意
見
発
表
会
」
に

津
市
消
防
本
部
代
表
と
し
て
出
場
し

ま
す
。
な
お
、
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。 

           

三
月
五
日
、
午
後
五
時
頃
、
白
塚
町
の

白
塚
漁
業
協
同
組
合
白
塚
荷
さ
ば
き
施

設
南
東
の
防
波
堤
付
近
で
発
生
し
た
水

難
救
助
事
案
で
、
緊
迫
し
た
状
況
の
中
、

尊
い
命
を
迅
速
・
適
確
な
連
携
プ
レ
ー
に

よ
っ
て
救
助
し
た
功
労
を
称
え
、
内
藤
正

信
さ
ん
（
白
塚
町
）、
松
本
明
久
さ
ん
（
河

芸
町
）、
古
市
英
之
さ
ん
（
河
芸
町
）、
稲

垣
大
輔
さ
ん
（
白
塚
町
）、
伊
藤
秀
義
さ

ん
（
白
塚
町
）、
小
久
保
篤
幸
さ
ん
（
鳥

羽
市
神
島
町
）、
山
中
一
三
さ
ん
（
白
塚

町
）
の
七
名
に
、
池
村
和
博
津
市
北
消
防

署
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

救
助
内
容
は
、
同
防
波
堤
付
近
へ
水
質 

検
査
に
来
て
い
た
市
内
の
女
子
大
学
院

生
が
誤
っ
て
海
に
転 

落
し
、
必
死
に
防
波 

堤
の
壁
面
に
し
が
み 

つ
い
て
い
る
の
を
内 

藤
さ
ん
が
発
見
、
一 

人
で
の
救
助
は
無
理 

と
判
断
、
同
所
の
駐 

車
場
に
い
た
松
本
さ
ん
、
古
市
さ
ん
に
救

助
の
協
力
を
依
頼
、
松
本
さ
ん
と
古
市
さ

ん
は
持
っ
て
い
た
自
動
車
用
牽
引
ロ
ー

プ
先
端
を
環
状
に
し
て
降
下
さ
せ
、
転
落

し
た
女
性
の
上
半
身
に
結
着
し
、
防
波
堤

先
端
か
ら
波
消
し
ブ
ロ
ッ
ク
ま
で
引
っ

張
り
ま
し
た
。
第
一
発
見
者
の
内
藤
さ
ん

は
、
再
度
同
漁
港
へ
協
力
を
求
め
る
途
中
、

同
漁
港
内
に
い
た
山
中
さ
ん
に
一
一
九

番
通
報
を
依
頼
、
内
藤
さ
ん
は
同
漁
港
内

に
い
た
漁
師
の
稲
垣
さ
ん
、
伊
藤
さ
ん
、

小
久
保
さ
ん
に
依
頼
し
て
、
転
落
者
を
波

消
し
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
防
波
堤
上
に
引
揚

げ
、
交
互
に
背
負
い
搬
送
し
て
同
署
救
急

隊
に
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。 

 

救
助
に
あ
た
っ
た
松
本
さ
ん
ら
は
、

｢

助
け
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ

た
。｣

と
う
れ
し
そ
う
に
語
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
池
村
北
消
防
署
長
は
、「
水 

難
救
助
事
案
は
一
刻
を
争
い
ま
す
。
一 

致
連
携
し
て 

ス
ピ
ー
デ
ィ 

ー
に
尊
い
命 

を
助
け
て
い 

た
だ
き
、
心 

よ
り
感
謝
い 

た
し
ま
す
。」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
述
べ
ま
し 

た
。 

二
月
十
九
日
、
西
丸
之
内
の

津
市
役
所
本
庁
舎
で
、
地
下
の

職
員
食
堂
の
厨
房
か
ら
出
火

し
た
と
い
う
想
定
で
、
消
防
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

訓
練
で
は
、
市
職
員
が
来
庁 

者
や
負
傷
者
を
適
確
・
迅
速
に 

安
全
な
場
所
へ
の
避
難
誘
導
な 

ど
や
、
ま
た
、
消
火
器
や
庁
舎 

内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
屋
内
消 

火
栓
を
使
っ
て
初
期
消
火
訓
練 

が
本
番
さ
な
が
ら
に
行
わ
れ
ま 

し
た
。 

 

業
務
の
合
間
を
ぬ
っ
て
参

加
し
た
市
職
員
は
約
百
名
で
、 

 
 
 

平
成
十
八
年
一
月
の
市
町
村
合 

 
 
 

併
に
よ
る
人
事
異
動
な
ど
で
初 

め
て
参
加
し
た
市
職
員
の
真
剣 

な
表
情
か
ら
、
い
つ
発
生
す
る 

か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
て
、 

確
実
に
防
災
意
識
が
高
ま
っ
て 

い
る
様
子
を
う
か
が
う
こ
と
が 

で
き
ま
し
た
。 

        

津津津市市市消消消防防防職職職員員員意意意見見見発発発表表表会会会ををを開開開催催催   

 
津市消防職員意見発表会

で熱弁をふるう若林消防士 

▼
最
優
秀
賞 

若
林
久
史
消
防
士
（
白
山
署
）
▼
優

秀
賞 

前
野
雄
二
消
防
士
（
美
里
分
遣
所
）
▼
努
力

賞 

笠
井
敦
史
消
防
士(

西
分
署)

、
田
阪
有
記
消
防
士

（
一
志
分
署
）
以
上
四
名 

水水
難難
救救
助助
協協
力力
者者  

見見
事事
なな
連連
携携
ププ
レレ
ーー
でで  

署署
長長
感感
謝謝
状状
をを
贈贈
呈呈  

北消防署 

 

 

有有有事事事ににに備備備えええててて   津津津市市市役役役所所所本本本庁庁庁舎舎舎ででで消消消防防防訓訓訓練練練ををを実実実施施施   中中署署  

市市職職員員にに負負傷傷者者のの  

搬搬送送法法をを指指導導すするる中中消消防防署署員員  

池池村村北北消消防防署署長長かからら  

感感謝謝状状をを受受けけ取取るる内内藤藤ささんん  

贈呈式出席者は左から、山中さん、伊 

藤さん、古市さん、松本さん、内藤さん 


